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＜連絡事項＞

· 栄養の食事発注のフォルダ修理が終了した為、6/28の夕食からパソコンでの発注をする事。
· プログラム作成時、スタッフが不足した場合の対応策の検討や、講師の日程について確認を行いプログラム変更しなくても良いプログラムを立案すること。

· デイケアで風邪のため休んでいるメンバーが多く見られているため、風邪予防に努めスタッフが媒介となる事の内容に留意すること。

＜外来情報＞

· 横山　耕生様～リントンが減薬になってから、包丁を持っている人を見ると恐いと思う等、周囲の
　　　　　　　人の行動に対して不安や恐怖があり、結果としてストレスになっていると訴えあり。
　　　　　　　ハロステン処方となっている。

· 淡路智恵子様～自分から禁煙の話をされている。禁煙方法として「タバコがなくなったら吸わない」
　　　　　　　と、急にやめる事を提示されている。担当医から急にやめることは難しい為、禁煙
　　　　　　　外来など利用するようアドバイスあり。

· 神山　和典様～風邪症状訴えあり風邪薬が処方されている。

· 溝越　キク様～風邪症状訴えあり風邪薬が処方されている。

· 秋山　和子様～採血の結果異常は見られなかったとの事説明している。

＜広報委員会よりホームページについての検討＞

　　法人のホームページ一新に伴う、通所リハビリテーションの掲載内容について検討している。

○掲載内容

・通所リハビリテーションの説明

・通所対象者

・開所時間

・プログラム内容

○ホームページページ掲載手順

・１ページ目に通所リハビリテーションの全体的な説明（意味、対象、時間）

・２ページ目に具体的内容の掲載（施設内やプログラムの写真添付）

○これからの手順

⇒今回の検討内容を広報委員会に伝え、通所リハビリテーショングループのホームページを広報委員が原案を作成。その後、再度、原案をカンファレンスで話し合う予定。

＜プログラム検討・作業の進行状況報告＞

　　担当スタッフ間で、月間プログラム内にある様々なプログラムを目的に応じて分類し、各々のプログラムについて内容を検討する。
○プログラムの分類項目

従来のプログラムを以下の目的別に分類する。
・身体面での健康（学習面・活動面）
・精神面での健康（学習面・活動面）
・作業能力（学習面・創作）　　　　
・余暇活動（能動的な活動・受動的な活動）
・対人面の強化（集団的なもの・ＳＳＴ）

※分類項目については今後も引き続き検討を行なう。

○プログラムの分類による利点

・実施目的の明確化。

・メンバーの利用目的に合わせた効率良いプログラム立案・実施。

・月間プログラム作成時の簡素化を計る。

・プログラムの目的をメンバーに対して明確に提示することでき、プログラム参加に対する動悸付けを図る事が容易になる。

・スタッフ間での、プログラム目的の統一化。

○今後の予定

・今回分類した内容の他に、集団・個別対応による分類が必要と思われる。

⇒　集団で行なわれるプログラムと個別で行なわれるプログラムの大きく２つに分類した後、再度“プログラムの分類項目”で述べた内容に分類する。

・１度プログラム整備担当スタッフで書式を検討・作成する。

・作成後はカンファレンス内で話し合い、スタッフ全体でその目的や進行方法を共有していく。

・月間プログラム作成時に添付する書式は、目的別の分類を作成後、改善について検討していく。

